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これからどんな学習をしていくのかを教師が一方的に指示するような授業では
｢自ら学ぶ意欲｣は育たない｡そこで. r自ら学ぶ意欲の育成｣には. ｢学ぶ目
的｣である ｢単元の課題｣を子ども自らが.自分の課題としてつかむことが大切
であると考え,子どもが,どのような活動をしていく中でどのような事柄をとら
えたとき ｢学ぶ目的｣となる ｢単元の課題｣をつかむことができるのかを一昨年
から研究してきた｡
本研究では,第6学年 ｢資料の調べ方｣において.子ども自ら r単元の課題｣
をつかむための活動の工夫を実践を通して明らかにしていくとともに,過去3年
間の研究をまとめたい｡
1 はじめに
一昨年から ｢自ら学ぶ意欲｣を育成するた
めに,子ども自ら ｢単元の課題｣をつかむ授
業を実践してきた｡ (,､･t･LZ丑 1号p21-P26.,､･ヒ･HZ2
号pl9-P22)その結果,｢単元の課籍｣をつかむ
授業には,大きく次の2つのタイプがあるこ
とが分かった｡
その1つは,既習事項を発展的に活用する
中で ｢単元の課題｣をつかむ授業で,もう1
つは,試行錯誤的な操作をしたり.放常をし
たりする中で ｢単元の課題｣をつかむ授業で
ある｡
本研究では.これら2つのタイプの授業に
ついてまとめるとともに.既習単項を発展的
に活用する中で既習事項だけでは解決できな
い内容に気づき,操作したり.観察したりす
る中で ｢単元の課題｣をつかむ,2つのタイ
プの合体型の授業について明らかにしていく｡
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2 ｢単元の課題｣をつかむ授業
○ 既習事項を発展的に活用する中で,
｢単元の課題｣をつかむ授業
第5学年 r小数のかけ算｣では,次の図の
ように.既習の並数のかけ算 (200×2,200
×3)から順に考えるうちに,かける数が小
数になる場合 (200×2.3)I)あることをとら
えて ｢小数をかける計算の仕方を考えていこ
う｣という単元の課題をつかむ｡
このような授業では,絶えず整数の場合か
ら発展的に考えているので,小数倍が整数倍
の発展としてとらえることができるようにな
るばかりでなく, ｢200×2.3は分からないが,
200×23ならすぐ分かる｣という計算方法の見
通しももらやすくなり,小数のかけ算の計算
の仕方の追究への意欲が喚起されやすい｡
○ 操作したり,観察したりする中で,
｢単元の課題｣をつかむ授業
第6学年 ｢立休｣では,子どもが,拠り所
となる既習串項をほとんどもっていないので,
日ごろ目に触れている ｢立体｣を概観するこ
とから始める｡いろいろな立体を概観するこ
とによって,直感的に.似ているものがある
ことに気づき.具体物を手に取って班寮して
いく中で. ｢立体のことをもっと調べていこ
う｣という ｢単元の課題｣をつかむ｡
このような授業では.直感的にではあるが,
立体の特徴をとらえることができるので,大
まかな学習内容を見通すことができ.立休の
性質の追究への意欲が喚起されやすい｡
○ 既習事項だけでは解決できないことに
気づき,操作したり,観葉したりする中
で,｢単元の課題｣をつかむ授業
高学年の算数の授業では,既習事項が全く
活用できない場合は少ない｡しかし,既習串
項を活用するだけでは解決できそうにない内
容に出会ったときは,どうしても操作や観察
に戻るしかない｡
第6学年 ｢資料の調べ方｣では,2つの組
のソフトボール投げの記録を比較する方法と
して,既習の ｢平均｣の考えを活用してくる.
しかし,｢平均｣だけでは.十分な比較がで
きないことに気づき,図に表すなどの操作を
通して観察をしていく中で,｢『散らばり』
で資料をみていこう｣という ｢単元の熟議｣
をつかむ｡
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このような授業では,今までにない新しい
観点である ｢散らばり｣も.自分でかいた帆
を班察していく中でとらえることができるの
で,他の資料についても図などに表していけ
はよいのではないかという見通しを持てるよ
うになり,質料の調べ方の追究への,el.欲が喚
起されやすい｡
3 子ども自ら ｢単元の評gi｣をつかむため
の教師のかかわり
○ 既習額項を発展的に活用する中で.
｢単元の課題｣をつかむ授業
(1)問題提示の工夫をする
条件不足の問題にするなどして,既習の簡
単な場合から考えていくことができるように
する｡
(2)取りあげる数値を吟味する
既習の場合を拠り所にして考えることがで
きるように,純小数か帯小数か,具分数か7flLrT
分数かなど取りあげる数値を吟味するC
(3)図を使って考えさせる
視覚を通して考えることができるように.
図などを使って考えさせるようにする｡
○ 操作したり,観察したりする中で.
｢単元の課題｣をつかむ授業
(日 取り上げる図形などを吟味する
日常目にふれる立体を取りあげたり,指維
な図形を避けて単純な図1f壬にしたり,整った
図形とそうでない図形を同時に取りあけたり
するなどして取りあげる図形を吟味し,図形
の特徴を直感しやすくする.
(2)仲間分けを通して観察させる
組点を決めて頓察できるように.いろいろ
な図Tf壬を仲間分けさせるようにし.図形の特
徴を直感しやすくする｡
(3)見るだけでなく,手に取って観察で
きるようにする
目でみるだけでなく,手でさわって面の悌
子を感じたり,切る,折る,回すなどしなが
ら観察させるようにし,図形の特徴を直感し
やすくする｡
○ 既習事項だけでは解決できないことに
気づいて.操作したり.観察したりする
中で. ｢単元の課題｣をつかむ授業
(i)提示する資料などを吟味する
散らばりの追いに直感的に気づきやすい特
科を提示するなどし,平均を求めるなどの既
習車項を活用する活動から.操作したり,帆
案したりする活動にスムーズに移れるように
する｡
また,提示する資料は.ソフトボール投げ
の記緑にするなどして図に表しやすい資料を
吟味する｡
(2)図などに整理しながら観察させる
視覚を通して観察できるように,図に表す.
グラフに表す,表に世理するなどの活動を通
して観察できるようにする｡
4 既習事項だけでは解決できないことに気
づいて,操作したり,観察したりする中で,
｢単元の課題｣をつかむ授業の実際
既習単項を活用する中で ｢単元の課題｣
をつかむ授業と,操作したり,観察したり
する中で ｢単元の課題｣をつかむ授業につ
いては,ハ●ビルス第1号.第2号を参考にし
ていただくことにして,ここでは,既習邸
項だけでは解決できないことに気づいて.
操作したり,観察したりする中で ｢単元の
課題｣をつかむ授業について述べることに
する｡
(1)単元
第6学年 ｢資料の調べ方｣
(2)目標 (第 1時)
2つの組のソフトボール投げの記鍔を図に
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整理していく中で. 『散らばりの様子がiBう
こと』をとらえて,｢『散らばり』で汽料を
みていこう｣という単元の認証をつかむこと
ができる｡
(3) ｢散らばり｣を意識させる教師のかか
わり
(D ｢散らばり｣の様子に直感的に気づ
きやすい貿料を皿りあげる
散らばりの様子が適うことに直懲的に気づ
きやすくするために,平均値は同じだが.散
らばりの様子が全く追う2つの汽料を意図的
に取りあげる｡
② 図に整理しながら班察させる
視覚を通して散らばりの様子の追いをとら
えやすくするために,一人ひとりの記指をソ
フトボール投げの図に位置づりるなどして整
理するようにする｡
(4)授業の展開 (第 1時)
I-日ポイント(D･･---一一一- ---日日- --
平均値は同じだが,散らばりの様子が
全く適う2つの組のソフトボール投げの
記緑を提示するC
ソフトボール投げ調べ (6年1組97,千)
ソフトボール投げ荊べ (6年2組T,千)
T どちらの組の岩己緑がよいでしょう?
C よく投げる人が多いから,2組の方がよ
いと思います｡
C でも,2組は二十何mの人も多いから,
どうかなあ｡
C 平均を調べてみれば,分かると思います｡
(全員賛成)
早速,電卓で平均を調べた子どもは,次の
ように発表してきた｡
C 平均を調べたら,1組が約33.11mで2札1
が約33.13mだったから.少しだけ2組の方
がよい記緑です｡
C 少しだけよいといってもほんのちょっと
だからあまりかわらないのではないかなあ｡
(賛成多数)
C ほとんど同じぐらいということにすれば
よいと思います｡ (全員賛成)
-1-1ポイント②---- ---I-I- --一一日=･
平均値がほとんど同じだから.2つの
組はほとんど同じ組だと言ってよいかと
問いかける｡
2つの組の平均値はほとんど同じというこ
とが分かったところで,｢平均値がほとんど
同じということは,どちらの組も同じような
組なのかな?｣と問いかけた｡
C 平均値はほとんど同じなんだけど. 1組
と2組はだいぶ違うと思います｡
C 私も同じで,1組の方が何か同じような
記S京の人が多いと思います｡
(賛成多数)
このように,平均値が同じだからといって
2つの組が同じとはいえないことに気づいた
子どもは,｢2つの組は何が遇うのか調べよ
う｣というめあてを決めた｡
J一･一日ポイント③一一日一一一一日- 日日一一一一--1
一人ひとりの記録をソフトボール投げ
の図などに杏き込ませるようにする｡
2つの組の追いをはっきりとらえることが
できるように,導入で提示したソフトボール
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投げの図に散人の記緑をトットで書き込み,
図で表すよさに気づかせるようにして.いろ
いろな図に表して考える活動に入った｡
子どもは.だいたい次のA児とB児のよう
な図に表して2つの組の追いを調べた｡
(A児のかいた図)
(B児のかいた図)
一三I I-:_:I-.T _:fii_-:"LL-i: I
2組 1吋
どの子も図が完成したところで.｢どんな
ことが分かったかな｣と尋ねると,次のよう
に答えた｡
C l組は,30m台の人がたくさんいてか
たまっていたけど.2組ははらはらでした｡
(全艮搾践)
C ぼくもそう思いました｡1組は真ん中あ
たりにかたまっていて同じぐらいの力の人
が多いけれど,2組はすごく投げる人から
あまり投げない人までいろいろいます｡
C つけたしで,1組の人は平均のあたりで
かたまっているのだと思います｡
(賛成多数)
このように,子どもは,2つの組の記録の
散らばりの様子が追うことをとらえただけで
なく,平均値のあたりに集まっているという
特徴も見つけてきた｡今まで ｢散らばり｣と
いう観点で賃料をみたことがなかった子ども
は,｢自分遠の組はどうなっているのかな｣
｢もっと簡単に散らばりを表す方法はないの
かな｣と考え,単元の課題を次のように決め
た｡
いろいろな賢料の散らばりを表し方を
(5)その後の展開
もっと簡単に散らばりを兼そうと考えた子
どもは,ソフトボール投げの図から10mごと
の区間の人数を調べればよいことに気づいた
が,ちょうど40mの場合がでてきたので.
｢以上｣｢未満｣を使って表すことを話し合
い,表にまとめていった｡
ここで.1組と同じような散らばりの様子
だが平均値が約36mになる3組の記録を提示
した｡同じように10mごとの区間の表で表そ
うとした子どもは,平均値が3m違うのに同
じ表になるので10mごとの区間では不十分な
ことに気づいて,5mごとの区間の表にまと
めたo
このようにして.散らばりの様子を未にま
とめた子どもは,柱状グラフを知り.馴 Rグ
ラフに表すことを通してそれぞれの組の散ら
ばりの特赦を調べたり,自分遠の記録を調べ
て自分連の組の特徴を調べたりしていった｡
5 まとめ
自ら学ぶ意欲は,子どもが単元の課題をつ
かむことによって育てることができると考え
て実践してきた｡
その結果.単元の課題は,決して赦R1iが与
えるものではなく,子どもが活S)するrlで末
習の散見や図JfZの一端や概略をとらえること
によって初めて自分自身の課題としてつかむ
ことができ,そのような単元の課題を子ども
自らつかむことによって.子どもの学習意欲
が喚起され.意欲的な学習が展開できること
がは業実技を通して分かってきたO
そして.子どもが末習の散見や図JfZに一端
や概略をとらえるには.それぞれの単元に合
わせて,既習事項を活用する.操作する,班
察するといった活動を工夫することが必要で
ある｡これまで,パピルス罰1号から,3つ
の単元で代表的な活動を発表してきたが,ど
の活動も単元の課題を子ども自らつかむ上で
有効であったと考えている｡
今後も,今までの実践を生かして単元の課
額を子とも自らつかむことのできる授業につ
いて探っていこうと考えているo
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